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独
創
性
や
実
現
性
が
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
掘
し
、
起
業
を
目
指
す
人
を
応
援
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
松
浦
市
の
地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
部
門
を
創
設
し
、
高
校
生
や
大
学
生
か
ら
も
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
25
日
に
松
浦
商
工
会
議
所
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
経
て
、
翌
26
日
に
市
役
所
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
部
門
最
優
秀
賞
の
吉
原
さ
ん
は
「
近
年
、

木
育
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
令
和
7
年
中
に
は
松
浦
産
木
材
を
活
用
し
た
木
製
品
を
提
供
す
る
会
社
を
設
立
し
た
い
」
と
話
し
、
ア
イ
デ
ア
部
門
最
優
秀
賞
の
吉
田
さ

ん
は「
ア
ジ
フ
ラ
イ
の
生
産
過
程
で
出
る
廃
棄
ウ
ロ
コ
を
活
用
し
た
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
の
実
用
化
を
目
指
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

受賞者 名称

最優秀賞 吉原　智則 松浦の木でできること

優秀賞 川久保　修一 便利屋

松浦市福鷹
商工会特別賞

青﨑　秀雄 松浦のアジフライをもっとみんなに

【一般部門】

受賞者 名称

最優秀賞
山口　真尋　吉田　夢那
竹田　桧

ウロコを活用して

優秀賞 山口　誠登
地域に根ざしたAI 遠隔
医療アプリ

松浦商工会議所
特別賞

久保川　愛美　小賦　依恋
近藤　菜摘　森　はいね

スイーツＰR計画

審査委員特別賞
瀬川　崇太郎　山本　兼大
山﨑　恒希　宮本　陽向
濱道　望絆　下條　一帆

水産業を盛り上げ隊

【アイデア部門】

令
和
６
年
度
　
松
浦
市
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

一般部門最優秀賞の吉原さんが製
作した松浦の桧を使用した商品。
小さい子どもへのプレゼントや都
会暮らしの人などに、産地直送の
木のぬくもりと香り漂う「癒し」
を提供します。

※外字に関しては、新聞表記とあわせて掲載させていただきます。
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第
62
回
長
崎
県
水
産
加
工
振
興
祭
水
産

製
品
品
評
会
　
長
崎
県
知
事
賞
受
賞

　
日
本
遠
洋
旋
網
漁
業
協
同
組
合
（
加
藤
久
雄
組

合
長
）
の
「
e
n
m
a
k
i 

p
r
e
m
i
u
m

旬
塩
さ
ば
」
が
、
同
品
評
会
の
水
産
加
工
Ⅲ
類
お

よ
び
Ⅴ
類
に
お
い
て
同
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
品
評
会
は
、
商
品
の
品
質
や
製
造
技
術
の

向
上
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
商
品
は
、
旬
の
な
か
で
も
目
利
き
の
達
人
が

選
び
抜
い
た
サ
バ
を
鮮
度
を
落
と
す
こ
と
な
く
急

速
冷
凍
し
た
拘こ
だ
わり
あ
る
商
品
で
エ
ン
マ
キ
組
合
に

所
属
す
る
遠
洋
旋ま
き
あ
み網

船
団
が
漁
を
す
る
旋
網
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
作
成
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
久
保
川
彰
部
長
は
、「
良
い
評
価
を

い
た
だ
き
嬉
し
い
。
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

良
い
機
会
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

公益社団法人松浦市シルバー人材センター (村田政司理事長 )が
感謝の気持ちを込めた門松を寄贈

　12月 27 日、同団体が市民の皆さんへ感
謝の気持ちを表したいと市役所北側の入口に
一対の門松を寄贈しました。
　高さ 1.7㍍、人が笑っているように切られ
た竹や、松、南天、葉ぼたんなどで美しく
飾られた門松はのべ約 30人の会員らが協力
し、素材集めから装飾、設置まで行いました。
　村田理事長は「市民の皆さんへの感謝と新
年が皆さんの飛躍の年になるようにと思いを
込めてつくりました」と挨拶し、市長へ寄贈
札を手渡しました。

第 33回全国小学生バドミントン
選手権大会出場

鹿町ジュニア所属
野林　勇斗さん（御厨小6年）

第 74回西九州小中学生書道大会
文部科学大臣賞

小松　愛菜さん（御厨小6年）


